第６９回　日本建築法制会議 総会 議事録
日　　時　　：　２０１３年１０月２日（水曜日）１３時００分～1６時３０分
場　　所　　：　東京都中央区京橋２－６－７　京橋区民館　１号室洋室
出 席 者　：　７名（敬称略・50音順）　
大山 宏、山東和朗、竹川忠芳、辻 英一、平松朝彦、眞柄榮毅、柳澤孝次、
◎主な情報発信（敬称略）と主な意見交換（⇒）
○提出資料（大山　宏）

：「シンポジウム 新国立競技場案を神宮外苑の歴史的文脈の中で考える」日本建築家協会
（ＪＩＡ）　日時　２０１３年１０月１１日「金」　１８；００～２０：００　　場所　日本青年館中ホール

：「ザッハの提案・新国立競技場をどう考えるか」、ＪＩＡ金曜の会　トークイベント

日時　２０１３年１０月１０日１８；３０～２１：００　　場所　建築家会館１階大ホール
：「新国立競技場案テーマに１０月１１日　シンポ／槙氏の問題提起受け議論深める」、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建設通信、２０１３年９月１９日

※日本建築家協会（JIA）M A G A Z I N E 295　AUGUST 2013建築家a r c h i t e c t s
 http://www.jia.or.jp/resources/bulletins/000/034/0000034/file/bE2fOwgf.pdf
※　特別寄稿　新国立競技場案を神宮外苑の歴史的文脈の中で考える　槇 文彦
※　シンポジウム報道　http://www3.nhk.or.jp/news/html/20131012/k10015234931000.html
http://mainichi.jp/sports/news/20131011k0000m040158000c.html
：『　「神宮の森　美観壊す」２０年五輪　新国立競技場巨大すぎる』、

東京新聞、２０１３年９月２３日
⇒　日本建築学会（２０１３年４月新刊）「期限付き建築物説計指針」のレビューも肝要なり。
：『　「正しく恐れる」と「正当にこわがる」　』、榊　邦彦’ｓ　official blog　、２０１３年８月１５日

· http://www.sakaki-kunihiko.jp/page048.htm
⇒寺田寅彦は「正当にこわがる」

：「米　秘密工作　CIA　元職員名乗り出て批判」、NHKニュース、２０１３年６月１１日
；「ロバートゲラー氏：日本の原子力安全問題に対する地震学者の見解―第一部」、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，http://forumonenergy.com/　　　、２０１３年９月１１日　
：「新潟・柏崎刈羽原発：再稼動申請「ベント」「断層」が焦点　初の沸騰水型、ハードル高く、毎日新聞、２０１３年９月２８日

：『インタビュー；再稼動議論は「福島検証・総括が先決」＝新潟県知事』、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　, http://jp.reuters.com/ ,２０１３年８月１日

：「地検にあてた抗議声明「東電取締役らの不当な不起訴処分は許されない」、
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  http://www.labornetjp.org/  ,２０１３年９月１０日

：「津波から守る昇降機開発／フジワラ産業／油圧で航空機、ショベル避難」、

建設通信新聞、２０１３年８月２７日
：「風車事故、見えぬ原因　北海道・苫前で落下　全国で続発　気流変動「乱流」受け負荷？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、北海道新聞、２０１３年９月１１日

：『　「学士」乱立７００種、嘆く学生「即答できぬ」』、読売新聞、２０１３年７月３１日
：“原発毒饅頭“を食らった人たち（まとめ）, http://www.mynewsjapan.com ２０１３年８月１２日

：『「一票投じて」と矛盾　早じまい投票所３４％』、東京新聞、２０１３年７月２３日
；「一票の格差　全国一斉提訴　全４７選挙区無効求め　弁護士グループ」、東京新聞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、２０１３年７月２２日

：「開かずの電子資料　ＯＳ更新　図書館泣かせ」、東京新聞、２０１３年７月２８日
：「建築士の定期講習未受験者に対する懲戒処分について」、国土交通省、２０１３年９月
：「耐震不足訴訟で和解　横浜のマンション　建築検査機関と住民」、

東京新聞、２０１３年９月１０日
：「契約方式、設計内容を再検討／武蔵野の森スポーツ施設　全者辞退の余波」、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建設通信新聞、２０１３年７月２９日

：『ゼネコンにじわり浸透／ＣＳＲの国際規格「ＩＳＯ２６０００」』
建設通信新聞　、２０１３年７月２３日

：「建築学会　／震災復興でタスクフォース設置／成果や経験生かし具体的行動促す」、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日刊建設工業新聞、２０１３年９月３日

※『　建築基準法第３９条【災害危険区域】 地方公共団体は、条例で、津波、高潮、出水等に
よる危険の著しい区域を災害危険区域として指定することができる。 

２ 災害危険区域内における住居の用に供する建築物の建築の禁止その他建築物の
建築に関する制限で災害防止上必要なものは、前項の条例で定める。 　　　　　　』
：『「建築物の天井脱落対策に係る技術基準の解説」の公開』、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　http://www.seinokyo.jp/tenjou/  ２０１３年９月３０日

；「つり天井に新たな安全基準・・・関係法令見直しへ」、読売新聞、２０１３年８月１日

：「長周期地震動対策／超高層共住の改修促す／国交省　診断・設計、工期に補助」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、建設通信新聞、２０１３年８月２９日

：「鹿島／高層ビルに超大型ＴＭＤ／新宿三井屋上に初採用」、建設通信新聞、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１３年７月３０日

：「超高層ビルの機能マヒも　南海トラフの長周期地震動」、朝日新聞、２０１３年８月１８日

：『大型振動施設で衝突実験＝免震構造「一定の効果」－兵庫』、時事ドットコム、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１３年８月２７日

：「ガラス張り、安全に死角　東京タワー　エレベーター事故」、東京新聞、２０１３年９月２２日
；『「竜巻」適用を昨夏検討　支援法、見直し放置』、東京新聞、２０１３年９月７日
：『竜巻被害再建　国支援に「全棟１０棟」の壁　３市町合算を要望』、
東京新聞、２０１３年９月４日
：「愛知、明治の赤レンガ建物見納め　カブトビール工場復元へ」、
共同通信、２０１３年９月３０日
：「太陽の塔、どうなる内部公開　多額の補修費に大阪府難色」、

朝日新聞、２０１３年９月２９日

：「原爆ドーム設計　チェコの建築家　母国に鳥居形墓石」、東京新聞、２０１３年８月１日

：「薬師寺東塔　振動解析を検証／３次元解析モデル構築／清水建設」、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建設通信新聞、２０１３年９月２４日

：「明治期建造物・松亀園の保存活用Ｏ．Ｋ．　耐震診断を実施　塩釜」、河北新報
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、２０１３年９月５日

：「木造３階建て旅館取り壊し」、中国新聞、２０１３年８月１２日
：『世界の２０建造物に入った大阪のビル』、読売新聞。２０１３年８月３１日
：『軍艦島「崩壊の恐れ」　世界遺産登録に懸念』、中国新聞、２０１３年９月２６日
：「明治日本の産業革命遺産」も世界遺産推薦　有識者会議』、朝日新聞、２０１３年８月２８日
〇　提出資料（辻　英一）

：「（社」日本建築構造技術者協会（ＪＳＣＡ）定款」、平成元年７月１日　制定、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１３年１月６日字句修正

：「ＪＳＣＡの前身：構造家懇談会（１９８１年５月２９日発足）の定款」
　⇒かつては、技術者の倫理が定款にもあった！※『目的　第３条　この法人は、建築構造の設計・監理に関わる高度な専門技術者を有する実務者集団として、会員相互の情報交換及び相互研鑽を通して、建築構造の設計・監理の実務者としての倫理を高め、品位を保持し、技術と技量を練磨し以って社会に貢献することを目的とする。』
：「建築法制委員会　建築基準の適用とその実行方法のあり方検討小委員会「」平成２５年度設置」、ＪＳＣＡ，２０１３年１月２０日作成、２０１３年１月２５日、１月２６日修正

：「新耐震設計法Ｑ＆Ａ集～～設計手法、Ｓ造・・・「剛床仮定」が成立しないＳ造建築物の設計はどうするか？」」、建設省住宅局建築指導課、　（社）日本建築士事務所協会連合会、

⇒かつては、このように法が想定しない事柄には幅広く設計者裁量が認められていた。

：「遅きに失した都市政策　米デトロイト市財政破綻の教訓」、
日経アーキテクチャ、２０１３年８月２５日
；「姉歯事件判決で建築主事の責任否定」、日経アーキテクチヤー、２０１３年８月１６日

；「本当に危ないのは「国産農作物」健康を脅かす甘い残留農薬基準」、選択、２０１３年８月
：「ゼネコンが群がる「防潮堤利権」もはや被災地させ望んでいない」、選択、２０１３年８月
：「米国「安楽死」最近事情、徐々に広がる「合法化」容認論」、選択、２０１３年９月
：『「人生完了」自ら幕引きオランダ　安楽死１０年で倍　反対も根強く』、
朝日新聞、２０１３年４月１９日
※＜オランダの安楽死法＞安楽死を明文で合法化する法律を制定し、2002年から施行
：「日本人の「不安」地震・津波１位」、朝日新聞、２０１３年７月２１日

：「「ペテン師」だらけの東大医学部」、選択、２０１３年８月

：「早慶の入試は５科目で」、滝久雄、日経ビジネス、２０１３年８月２６日　　

〇提出資料（室田達郎）

；『専門家の意見と行政判断』、室田達郎、２０１３年８月２５日
※・「専門家の意見とは何か」ということについて新たな解釈が必要になってきており、新しい辺境文化が生まれようとしている。日本の文化風土の下ではほとんど「そもそも論」がないのではないのか。
・昔は専門家を学識経験者として敬意を表して、行政は専門家の意見を常識をもって自分なりに

理解することに努めました。近年、国会討論は「見解の相違」という強行採決により締めくくられて甲論・乙論の根拠をなす事実は「見解の相違」の下で隠蔽され、一般人からは見えなくなっており、専門家の甲論と乙論における短所長所が何かなどの議論に至らない状況にある。
　・最近の福島の汚染水漏水問題や津波防災まちづくりなど日本の技術風土の先行きが心配だ。
〇提出資料（真柄栄毅）
　：「異議あり　新国立競技場計画」、槙文彦、朝日新聞、２０１３年９月２４日

：「情報＆メモ：技術倫理・法・専門家責任ほか」、真柄栄毅、２０１３年９月３０日
※・　社会との接点で生じる様々な倫理的･法的・社会的課題ELSI:　Ethical, Legal　ａｎｄ　Ｓｏｃｉａｌ　
Implicationsに対する配慮が肝要である。　科学技術に関わる全ての個人及び組織は、その
社会的責任Social responsibilityを認識して、より一層高い倫理観が求められている。
· 法と倫理は補完関係にあり、建築を創る職業生活の中で遭遇するだろう諸問題にどう対応すべきかを考える企業倫理学 Ｂｕｓｉｎｅｓｓ　Ｅｔｈｉｃｓ　や建築倫理学が一層必要になってきており、建築物の用途に応じた耐用期間や供用期間やライフサイクルアセスメント（LCA）などに
関する知識と判断力を養い、十分な備えをしていくことが肝要である。
〇図書回覧（山東和朗）

：「建築関係法規図解」、松本猛彦、昭和４年６月２５日、帝国工業教育会
⇒建築基準法との比較が興味深い。
〇図書回覧（平松朝彦）
； 「日本を滅ぼす原発大災害」、小出裕章、坂　昇二、前田栄作、風媒社、２００７年９月１５日
⇒福島原発事故を正確に予想していた。
